職務経歴書
        		20ｘｘ年ｘ月ｘ日現在
氏名：●●　●●

■　職務概要
	大学卒業後、総合病院の経営企画・病棟収支管理を経て、医療機関向け経営コンサルティング会社へ転職。急性期〜在宅・介護領域まで幅広い医療機関を対象に、経営診断、地域包括ケア戦略、在宅医療立ち上げ、病床再編、業務オペレーション改善など多様なプロジェクトに従事。
診療報酬・介護報酬制度と現場オペレーション双方に精通し、仮説構築〜調査設計〜分析〜提言〜実行支援まで一貫してリードするプロジェクト推進力を強みとする。




■　職務経歴
勤務先名：○○コンサルティング株式会社（医療・ヘルスケア本部）　　　　　　（勤務期間：20〇〇社年ｘ月～現在）
◆事業内容：医療機関向け経営コンサルティング／事業再生支援／地域包括ケア構想支援 など
◆資本金：ｘｘｘ百万円　　　　　◆売上高：ｘｘ百万円　　　　　◆従業員数：ｘｘ名
	期間
	業務内容

	20〇年ｘ月
　　　～
現在


	部署名：ヘルスケア戦略部　　　　　　　　

	
	職位：シニアコンサルタント
【担当職務】　
• 医療機関の収支・DPC分析、病棟別パフォーマンス分析
• 病床機能再編計画・地域医療構想との整合性検討
• KPI設計、改善施策のロードマップ策定・実行支援
• 地域ニーズ調査、患者フロー分析、競合環境分析
• 在宅医療クリニックにおける事業計画策定（損益計画・投資回収）
• 診療報酬算定ロジック最適化、人材配置計画・教育体系の構築
• 医療法人グループの財務・KPI管理基盤の再構築
• 経営会議向けモニタリングダッシュボードの設計
• 金融機関連携による資金繰り改善・リファイナンス支援
• 組織横断の合意形成・経営課題解決プロジェクトの推進
【実績】
· 急性期病院において、平均在院日数を▲2.3日短縮し、病床稼働率を83％→92％へ改善
· 収支改善施策の実行支援により、年間××億円規模の経営インパクトを創出
· 在宅医療クリニック立ち上げ支援を通じ、開設後2年で在宅患者数を××名規模まで拡大
· 請求漏れ是正・算定ロジック再設計により、在宅部門の収益を年間××％向上
· 医療法人グループにおけるKPIモニタリング体制を構築し、月次経営会議の意思決定スピードを大幅に向上
· 金融機関との協議をリードし、××億円規模のリファイナンスを実現
· 調査設計〜分析〜提言〜合意形成までを一貫して主導し、複数法人の経営改善プロジェクトを成功に導く





■　保有資格・スキル
  医療経営士（○級） 
  診療情報管理士／医療情報技師（任意） 
  TOEIC 800〜900点レベル（医療資料・海外文献の読解、英文メール対応が可能） 
  医療経営分析：病院収支分析、DPC分析、原価計算、KPI設計、投資回収（NPV/IRR） 
  事業計画・制度理解：診療報酬／介護報酬算定、事業計画策定、在宅・病床再編シナリオ構築 
  オペレーション改善：業務プロセス分析、請求最適化、組織設計、医療機関連携 
  レポーティング：経営会議資料、事業計画書、施策提案資料の作成（PowerPoint／Excel） 
  ITスキル：Excel（関数・ピボット・モデル作成）、BIツール、電子カルテ・請求システム

■　自己PR
医療コンサルタントとして、医療制度・経営構造・現場オペレーションを統合し、再現性の高い経営改善モデルを構築してきた点が最大の強みです。急性期〜在宅・介護まで幅広い領域で、収支構造の可視化、病床再編、在宅医療立ち上げ、法人ガバナンス強化などのテーマに携わり、定量分析と現場ヒアリングを組み合わせて、医療機関特有の課題に即した改善策を立案してきました。その結果、在院日数短縮・稼働率向上・収益改善・KPI定着など、持続的な経営インパクトの創出に寄与しています。
また、理事長・院長・事務長・看護部長・金融機関など多様なステークホルダーとの調整・合意形成において、「なぜこの施策なのか」「どのリスクを許容し、何を改善するのか」を定性・定量両面から一貫したストーリーで説明することを重視してきました。さらに、事業計画や分析テンプレートの標準化にも取り組み、プロジェクト品質の平準化と生産性向上を組織レベルで推進してきた経験があります。
今後は、これまで培った医療経営の実務理解、財務分析力、プロジェクト推進力を生かし、貴社の医療・ヘルスケア領域における経営課題解決と事業価値向上に貢献したいと考えております。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
